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（出典）「国勢調査報告」（総務省）をもとに
国土交通省国土計画局作成

一世帯当たり延べ床面積が大きいエリアは本州の日本海側に広く分布しており、そのエリアは
10年間で増大している。一方、三大都市圏および地方中枢・中核都市圏では小さく、10年間でも
大きく変化していない。
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基礎的モニタリング 視点：交通基盤や住宅等の整備及びその効果の変遷はどのようになっているのか。

指標：一世帯当たり
延べ床面積

■国土のモニタリング


